
○ 国産農畜産物供給⼒強靱化対策

＜対策のポイント＞
産地や実需者が連携し、輸⼊農畜産物から国産に切り替え、継続的・安定的な供給を図るための体制整備を⽀援し、新型コロナウイルスにより顕在化した
新たな需要に対応します。

＜政策⽬標＞
〇 令和３年度に国産野菜の加⼯・業務⽤仕向け量を５％増（現⾏︓98万ｔ→R3︓103万ｔ）
〇 事業実施主体と⼯業事業者の契約等により、建設資材の発注や作業員の確保による早期の経済活動の活性化に寄与

［お問い合わせ先］⽣産局総務課⽣産推進室（03-3502-5945）

＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞

産地や実需者などサプライチェーンの各主体が連携して、輸⼊農畜産物から国産に
切り替え、継続的・安定的な供給等を図るため、野菜等のカット、冷凍、安定出荷等
に必要な施設の整備・改修等を⽀援します。

対象事業内容︓農産物処理加⼯、集出荷貯蔵、
⽣産技術⾼度化施設・設備の緊急的な導⼊・増強、
既存設備の改修・不要設備の撤去等

交付率︓１/２以内

＜事業の流れ＞

【令和２年度補正予算額 14,300百万円】
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農業者の組織する団体 等

１/2以内定額 新型コロナウイルスで顕在化した新たな需要への対応


